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1 はじめに
1.1 研究背景
近年，ストレス緩和や娯楽などの観点からエージェ
ントに非タスク対話（雑談）の需要が増加している．
しかし，既存の対話エージェントは長い対話に一貫性
を持たないことや，個性を持たず画一的である課題が
存在する．Zhangら [1]はその解決策として，話者の情
報をペルソナとして組み込んだ対話データセットの
PERSONACHAT datasetと，それを用いた単純な対話モ
デルを発表した．このデータセットを用いることで，既
存の手法と比較して高い一貫性を得ることができる．吉
田ら [2]は対話の中で生まれた情報を取り入れるため，
エージェント発話を新たなペルソナとして取り入れる手
法を考案し，応答に与える影響について分析した．分析
の結果，発話文中からペルソナを抽出してエージェント
の新たなペルソナとして取り入れることはエージェン
トの対話性能向上に有効であることが判明した．また，
Botwinら [3]は自分と似た性格特徴を持つ人間をパート
ナーに選択することを示した．Shumanovら [4]はユー
ザの性格とチャットボットの性格を一致させることで購
買運動が盛んになることを示した．以上 2点の研究か
ら，ユーザと似た性格を持つチャットボットは親密性の
面からユーザに好意的な影響を与えることが示唆されて
いる．
近藤らはこれらの研究を基により高い親密性を得るこ
とを目指し，対話文と SNS情報を用いてユーザの個性
を獲得する GPT-4を用いた対話エージェントの開発・検
証を試みた [5]．しかし，この研究にはいくつかの課題
が存在する．
1.2 先行研究の課題
近藤らの従来手法 [5]には課題が 2つ存在する．第一
の課題は獲得したペルソナや長い対話履歴により 1つの
話題が過剰に強化されてしまい，円滑な対話が難しいこ
とである．対話中からペルソナを獲得するという手法の
性質上，一度話題に出た情報を次の返答に使用する場合
が多い．そのため，対話が進むにつれて同じ話題を繰り
返す傾向が強くなり，ユーザは同じ話題の対話に飽きる
ことで親密性が低下する可能性が考えられる．
第二の課題は対話の中でのペルソナの獲得数がユーザ
の発話内容に依存することである．提案手法ではユーザ
の自己表現発話からペルソナを作成するため、ユーザの
自己表現発話が少ないときにエージェントは話者のペル
ソナを獲得することができない．ユーザ発話からのエー
ジェントのペルソナを追加するためにはエージェント側
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図 1: 提案手法概観

からの質問が必要である．
本研究ではこれらの課題を解決するためにペルソナ圧
縮・対話忘却・フェーズ機能を取り入れ，より親しみや
すいエージェントを生成する．
2 提案手法
2.1 手法概要
図 1に提案手法の概観を示す．提案手法では，ユーザ
発話から対話が始まり，初めにユーザ発話がペルソナ追
加機構を経てエージェントのペルソナに追加される．そ
の後発話文は履歴として記録され，エージェントのペル
ソナと共に発話文生成モデルに入力される．その際，事
前に収集した SNS情報も同時に発話文生成モデルに入
力される．その後，ユーザ発話文を基に生成されたエー
ジェント発話文がユーザ発話文と同様にペルソナ追加機
構への入力となり，エージェントのペルソナとして追加
される．これによりエージェントの発言の一貫性を保
つ．以上がユーザとエージェントの 1往復の対話の流れ
となる．
2.2 SNS投稿
本研究ではユーザの SNS投稿として X(旧 Twitter)の

ポストを利用する．提案手法の性質上各ユーザごとに入
力するポストの内容を変化させる必要があるため，ユー
ザの最新 100ポストを手作業で収集し入力とする．その
際画像や URL のみの投稿・リポストなどは含まない．
ポストのデータは加工せずプロンプトに入力すること
で，ユーザ独自の一人称や語調・語尾などを欠損なく反
映させる．
2.3 発話文生成器
発話文の生成には OpenAI社の APIである GPT-4を用

いる．プロンプトには最新のユーザ発話文を含むこれま
での対話履歴・エージェントのペルソナ・事前知識とな
るユーザの SNS投稿の 3つを入力する．
また，対話中にプロンプトを切り替えることにより，
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表 1: ペルソナ圧縮効果（n=6）
ペルソナ数
圧縮前 圧縮後

ユーザ 1
A 17 7
B 16 12

ユーザ 2
A 4 5
B 15 8

ユーザ 3
A 19 7
B 22 8

平均 15.5 7.83

ペルソナの追加を推進する．前半の情報収集フェーズで
はエージェントはユーザの年齢や性別・職業などを聞き
出すことでユーザに類似した個性を獲得するように指示
し，後半の雑談フェーズではエージェントはユーザに親
しみを持って雑談するように指示した．さらに，近藤ら
の従来手法で問題となっていた過去の対話情報の記憶に
よる話題の偏りを解消するため，3往復以前の対話履歴
を忘却させた．
2.4 ペルソナ追加機構
ペルソナ追加機構にも GPT-4を用いる．入力するプ

ロンプトには，最新のユーザ発話文もしくはエージェン
ト発話文とエージェントのペルソナが含まれており，矛
盾する場合は辻褄があうように修正させ，そうでない場
合は既存のペルソナに追加するように指示した．近藤ら
の従来手法 [6]ではペルソナとしての条件を設けて一律
に分類し，条件を満たした場合に発話文を加工せずその
ままペルソナに追加していた．しかし，条件に従った一
律の分類では条件を満たさない文が多い場合に対話の中
でペルソナが追加されないデメリットがあった．本研究
ではペルソナ追加機構に GPT-4を用いることで，発話文
自体はペルソナ条件を満たさない場合でも発話文を加工
してペルソナを生成することが可能となった．
さらに，近藤らの従来手法 [5]で問題となっていたペ
ルソナの追加による個性の過剰な強化を防ぐため，3往
復に 1度ペルソナを圧縮する機構を取り入れた．ペルソ
ナの圧縮ではエージェントの現在のペルソナを GPT-4
の入力とし，意味が重複するものについては 1つの文に
するように指示した．
ペルソナの圧縮効果を測定するため，事前実験を実施
した．事前実験では実験協力者 3人にエージェントと
10往復の対話を 2回させ，エージェントは対話文から
ペルソナを収集した．表 1に事前実験によって集められ
た最終的なペルソナの圧縮前後のペルソナ数とその平均
値を示し，図 2に圧縮の実例を示す．結果より，圧縮に
よってペルソナ数が削減されていることがわかる．
3 感性実験
3.1 実験設定
提案手法による親密性の向上を確認するため以下の

4 種類のエージェントを実装し，感性評価実験を実施
した．
Proposed: 本稿の提案手法であり, ペルソナ追加機
構・事前知識・フェーズ切り替え機構を持つ．

Conventional: 近藤らの従来手法 [5] であり，ペルソ
ナの圧縮や忘却をしない．

SNSOnly: 事前知識を持ち，ペルソナ追加機構を持た

•食べ物の品質評価ができる
•揖保乃糸のそうめんが好き
•特級品のそうめんを試したことがある
•高級品よりも上級品のそうめんで満足している
•100円のそうめんの品質には不満がある
•100円のそうめんをひやむぎと比較している
•そうめんは揖保乃糸の上級品がちょうど良いと考えている
•野球が好き
•野球の試合を観るのが好き
•自分で野球のボールを打つのが好き
•阪神タイガースの試合を観るのが一番好き
•阪神タイガースが好きで、試合を観るときはいつも応援している
•読売ジャイアンツについての好みは明らかにされていない
•平和主義者である
•争いを好まない
•そうめんの品質評価と野球以外には特に興味がない
•そうめんの品質評価と野球に専念している.

圧縮前のペルソナ

•食品評価に長け、揖保乃糸のそうめんを好む
•特級品にも満足感あり、が高級品以上を好む
•100円そうめんに不満、上級品が最適と感じる
•野球が大好きで、特に阪神タイガースの応援をしている
•読売ジャイアンツの意見はなし
•平和主義者で争いを避ける
•趣味はそうめん評価と野球観戦/プレイに集中

圧縮後のペルソナ

図 2: ペルソナ圧縮例

雑談
13往復 アンケート事前説明 終了説明

各エージェント1回計4回繰り返す

図 3: 実験の流れ

ない
PersonaOnly: ペルソナ追加機構のみを持ち，事前知
識を持たない

実験の流れを図 3に示す. 実験は各被験者において統一
された外部刺激のない静かな環境で実施された．実験協
力者は X(旧 Twitter)上で募集した 20～25歳の男性 9名
女性 1名の計 10名である．実験協力者は PCから Slack
チャンネルにアクセスし，キーボードを用いて各エー
ジェントとテキストで 13往復対話する．各エージェン
トとの対話終了後，実験協力者は評価アンケートに回答
する．評価アンケートは Google Formを用いて以下 4項
目について 5件法で回答させる．また，各エージェント
について自由記述の欄を設け各エージェントとの対話に
ついての感想も収集する．
一貫性: エージェントの話していることは一貫してい
たか

語彙性: エージェントは同じことばかり喋らず，多様
な言葉を発していたか

非破綻性: エージェントはユーザの入力に対して適切
に解釈し，対話の流れに沿った応答ができていたか

親密性: エージェントと仲良くなれたか
Proposed では 13 往復のうち最初の 3 往復を情報収集
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図 4: アンケート結果：語彙性
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図 5: アンケート結果：一貫性

フェーズ，後の 10往復を雑談フェーズへと割り当てる。
他のエージェントについてはプロンプトを切り替えな
い．また，各エージェントとの対話順は実験協力者ごと
にランダムであり，エージェントについての情報は明か
していない．
3.2 アンケート結果
図 4 に語彙性についてのアンケート結果を示す．
各エージェントについて確認すると，Proposed や
Conventional は SNSOnly や PersonaOnly と比較して低
い平均スコアを得た．情報を多く持つ Proposed や
Conventionalは話題の偏りによって語彙性が低くなるこ
とが予測されるため，考察通りの結果である．その一
方で Proposedは Conventionalと比較して高い平均スコア
を得ており，ペルソナ圧縮や対話忘却の効果を確認で
きる．
次に図 5に一貫性についてのアンケート結果を示す．

一番情報量の多い Conventionalが一番高い平均スコアを
得た一方で Proposedは一番低い平均スコアを得た．提
案手法の性質上、エージェントが持つ情報量が減少する
ため一貫性のスコアは下がることが予測され，実際にそ
うであることが確認できる. 有意差が確認できなかった
ことから一貫性が大きく下がることは無いと言える．
続いて図 6に非破綻性についてのアンケート結果を示

す．非破綻性について，一貫性との間に相関係数 0.72
の正の相関が確認できた．非破綻性と一貫性の関係を表
す散布図を図 8に示す．このことから，一貫していない
対話によって対話が成り立っていないとユーザが感じ取
り，非破綻性のスコアが低下した可能性が考えられる．
最後に図 7に本研究で一番重要視される親密性につい
てのアンケート結果を示す．Conventionalと PerosnaOnly
についてウィルコクソンの符号付順位輪検定により P値
0.031を得ることができ有意差が確認された．Proposed
と Conventionalは SNSOnlyや PersonaOnlyと比較して低
い平均スコアを得たが，Proposedは Conventionalと比較
して高い平均スコアを得ている．
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図 6: アンケート結果：非破綻性
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図 7: アンケート結果：親密性

本研究ではどの項目についても Proposed と Conven-
tionalについて有意差を確認することはできなかったが，
語彙性や一番重要視される親密性の点で高い平均スコア
を得ることができた．以上から，Personaと SNSデータ
を組み合わせる手法には改善の余地が残るが，ペルソナ
圧縮・対話忘却・フェーズ切り替えの 3つの手法を加え
ることは対話エージェントに性能の向上をもたらす可能
性があると考えられる．
3.3 記述回答結果
表 2に得られた記述回答から一部抜粋した結果を示
す．Aの回答より，SNS情報や対話情報からユーザに類
似した個性が獲得出来ていることが確認できる．また，
この回答者の親密性の値はどちらも 4以上を得ており，
類似した個性を獲得したエージェントとの対話に親密性
を感じる可能性が示唆された．Bの回答からはユーザに
類似した個性をエージェントが過剰に獲得することが今
回の提案手法の改善点として確認できる．特に年齢や所
属のような個人情報やデリケートな質問などは直接的な
質問によって親密性を低下させる可能性があり，注意が
必要であると考えられる．Cの回答は親密性の評価が 2
以下のものであり，親密性を向上させるための改善点が
考察できる．C-1・C-2・C-3の回答は共通してエージェ
ントの応答内容について言及しており，エージェントか
らの返答に対話を続けようとする意志が無いことに不満
を感じている．このことから対話の継続性が低いこと
が親密性の評価を下げていると考えられる．また，C-4
の回答については対話の継続性についての課題に加え，
Conventionalの課題である 1つの話題の過剰な強化につ
いて指摘した回答となっている．この回答からは同じ話
題が繰り返されることへの抵抗が親密性に影響を与える
ことが読み取れる．
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表 2: 記述回答一部抜粋
A.ユーザに類似した個性の獲得について

番号 エージェント 回答
A-1 Proposed 多分僕を AIにしたらこんな感じなんじゃないかなっていう感じがしました
A-2 SNSOnly 自分と同一人物かと思いました

B.提案手法の問題点
番号 エージェント 回答
B-1 Proposed 全て同じ所属だしすぐ年齢聞いてきたので仲良くなれなさそうだった

C.今後の親密性向上に繋がる回答　対象：親密性 2以下の評価者
番号 エージェント 回答
C-1 Conventional こっちから一方的に会話を投げていることが多くて対話の感じがあまりしなかった
C-2 Conventional 体育会系にいそうな雰囲気だが、共感が雑だと感じた
C-3 Conventional オウム返しのような返答が多いように感じた。
C-4 Conventional 会話が進まない女の子と話している微妙な空気感を AI相手とは言えども感じました。
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破
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図 8: 一貫性と非破綻性の相関

4 今後の展望
今後の展望として，ユーザに類似しすぎた個性の獲得
やデリケートな質問に対する対策が挙げられる．趣味の
話をしたいユーザにとっては趣味の合うエージェントを
対話相手に求めるが職業を一致させる必要はない．その
一方，職業についての相談などをエージェントに求める
場合，職業が似通っていた方がエージェントの回答が
ユーザの求めるものと一致すると考えられる．このよう
にユーザのエージェントへのニーズによってユーザに寄
せた回答が求められる項目は変化する．完全に一致した
個性をエージェントに持たせる必要はなく，ユーザの
ニーズに沿った類似した個性の獲得が重要となる可能性
がある．
次に対話の継続性が挙げられる．3.3節で述べた記述
回答の結果からも対話を続けさせようとする意志は親密
性を高めようとするうえで重要である．提案手法では質
問フェーズと雑談フェーズを 2分割したが，これを確率
的に変化させるなど対話中の同調と質問のバランスをと
ることでエージェントから対話を続ける意思を感じとれ
るようになると考えられる．
さらに，ペルソナの圧縮についても課題が考えられ
る．本研究では生成されたペルソナを組み合わせて別の
ペルソナを生み出す圧縮という形式を採用した．しかし
複数あるペルソナから話題に沿ったペルソナのみを生成
に利用する選択という手法も存在するため，親密性向上
や応答の質の向上のためにどちらが有効か調査していく
必要がある．

5 まとめ
本研究ではより親しみやすい対話エージェントの生成
のため，ユーザに類似した個性を獲得する機構を取り入
れたエージェントに改善点はペルソナ圧縮・対話忘却・
対話フェーズ切り替えの 3要素を加えたエージェントを
提案した．個性を取り入れる方法として事前知識にユー
ザの SNS情報を用い，対話中の動的な個性獲得のため
にユーザ発話文を用いた．実装後，エージェントの評価
のために感性実験を実施した．実験協力者は Xで募集
した 10名であり，実験内容は 4種類に分けられたエー
ジェントとの対話である．実験協力者は各エージェント
とブラインドで 13往復対話し，その対話順はランダム
であった．実験の結果，従来の手法と比較して高い親密
性の平均スコアを得た一方で，SNSやペルソナのデータ
だけを用いたモデルより平均スコアは低かった．今後の
展望としてユーザに類似しすぎる点やデリケートな質問
の抑制，対話を続けようとする意志の表出，ペルソナの
圧縮についての妥当性の検討が挙げられる．
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